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S
G
H
指
定
校
を
祝
う 

　
　

理
事
長　

日　

置　

勇　

二　

　

母
校
で
は
４
月
か
ら
、
内
堀
校

長
、
鈴
木
事
務
長
は
じ
め
新
任
教

職
員
の
皆
さ
ま
を
お
迎
え
し
、
新

し
い
体
制
で
新
学
期
が
ス
タ
ー
ト

す
る
と
共
に
、
こ
の
た
び
Ｓ
Ｇ
Ｈ

（
ス
ー
パ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
）
の
指
定
校
に
選
定
さ

れ
ま
し
た
。
Ｓ
Ｇ
Ｈ
は
世
界
で
活

躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め

に
、
社
会
課
題
に
対
す
る
関
心
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
・
課

題
解
決
能
力
を
養
お
う
と
す
る
文

部
科
学
省
の
事
業
で
す
。
こ
の
快

挙
は
、
母
校
が
そ
の
公
募
に
積
極

的
に
挑
戦
し
て
き
た
成
果
で
あ
り
、

心
か
ら
祝
福
い
た
し
ま
す
。
母
校

で
の
教
育
方
針
を
、
か
つ
て
の
知

識
偏
重
か
ら
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
目
的
と
す

る
と
こ
ろ
へ
、
い
ち
早
く
舵
を
切

り
始
め
た
こ
と
で
、
母
校
の
方
向

性
が
よ
り
明
確
に
な
り
新
し
い
道

が
開
け
て
い
く
も
の
と
大
い
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
年
の
卒
業
式
と

入
学
式
で
は
、
皆
さ
ん
の
ご
挨
拶

の
中
に
、
校
是
で
あ
る
「
試
百
難
」

が
た
び
た
び
出
て
き
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
が
「
試
百
難
」
の
志
を
胸

に
抱
い
て
、
努
力
を
重
ね
て
試
練

を
乗
り
越
え
て
行
こ
う
と
し
て
い

る
様
子
が
よ
く
分
か
り
、
ま
た
、

卒
業
生
た
ち
か
ら
も
「
試
百
難
」

の
志
を
忘
れ
な
い
で
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
歩
ん
で
行
く
と
い
う
決
意

が
窺
わ
れ
、
心
強
く
感
じ
た
次
第

で
す
。
一
方
で
、
来
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
大
河
ド
ラ
マ
が
「
真
田
丸
」
に

決
ま
っ
た
こ
と
で
、
上
田
藩
主
の

居
館
跡
を
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
学

ぶ
母
校
の
生
徒
た
ち
が
、
そ
の
誇

り
を
自
覚
し
、「
試
百
難
」
の
精
神

の
高
揚
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
す

る
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
同
窓
会
は
「
母
校
の
応

援
団
」
と
の
認
識
の
も
と
、
母
校

発
展
の
た
め
に
物
心
両
面
か
ら
の

支
援
を
今
後
と
も
一
層
充
実
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、
皆
さ
ま
に
は
同
窓
会
活
動

へ
の
積
極
的
な
ご
参
加
と
年
会
費

納
入
や
寄
付
な
ど
の
財
政
的
な
ご

支
援
に
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
た
く
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

上
田
高
校
の
新
し
い
校
長
と
し

て
、　

期
の
内
堀
繁
利
先
生
が
着

７４

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

筑
波
大
学
第
一
学
群
を
卒
業
さ

れ
、
教
職
に
。
軽
井
沢
高
校
校
長

等
を
歴
任
の
後
、
県
教
育
委
員
会

事
務
局
高
校
教
育
課
長
を
経
て
、

4
月
に
就
任
。

　
［
校
長
先
生
の
「
ご
あ
い
さ
つ
」

は
、
4
ペ
ー
ジ
に
掲
載
］

平成27年度

 会会会会会会会会会会員員員員員員員員員員大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会ののののののののののごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案会員大会のご案内内内内内内内内内内内 
★期日　10月3日(土)

会　場煙上田東急REIホテル（旧上田東急イン）
　　　　　 国際21クリスタルホール
　　　　　 上田市天神4-24-1　TEL 0268-24-1401
　　　　　 上田駅温泉口（千曲川側）から歩いて2分

受　付煙14：00～　　開　会煙14：30
　　　　　 講演会講師／
　　　　　　　　実践女子大学文学部美学美術史学科教授
　　　　　　　　　　　　　  武　笠　　朗 氏（75期）
　　　オープニングアトラクション／室内楽班演奏
　　　会務報告

懇親会煙17：30～　　会　費煙5,000円

　

母
校
の
北
東
の
お
堀
ば
た
『
鬼
門
』

と
呼
ば
れ
る
場
所
に
、
ひ
っ
そ
り
と
、

槐
（
え
ん
じ
ゅ
）
の
木
が
立
っ
て
い
ま

す
。
木
へ
ん
に
鬼
と
書
く
こ
の
木
は
、

守
護
神
に
相
応
し
く
、
ま
さ
に
威
風

堂
々
。
こ
こ
で
学
ぶ
若
者
た
ち
を
見
守
り
つ
づ
け
て

き
ま
し
た
。

　

遡
る
こ
と
１
１
５
年
前
。
明
治　

年
４
月　

日
、

３３

１７

長
野
県
立
上
田
中
学
校
が
開
校
。
期
待
と
緊
張
に
胸

躍
ら
せ
、
古
城
の
門
に
足
を
踏
み
入
れ
た
１
７
７
名

の
少
年
た
ち
の
姿
を
、
槐
は
き
っ
と
微
笑
ま
し
く
見

つ
め
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。　

　

ま
た
第
二
次
世
界
大
戦
時
に
は
、
出
征
す
る
生
徒

や
勤
労
動
員
で
名
古
屋
に
向
か
う
生
徒
の
う
し
ろ
姿

に
無
事
を
祈
り
、
戦
後
の
復
興
を
見
守
っ
た
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
昭
和　

年
に
た
っ
た
８
名
の
女
子
生

２９

徒
が
入
学
し
た
時
は
、
さ
ぞ
か
し
驚
い
た
こ
と
で
し

ょ
う
。
現
在
は
、
全
校
の
半
数
が
女
子
生
徒
で
す
。

　

さ
て
、『
お
お
き
な
木
』
と
い
う
絵
本
が
あ
り
ま
す
。

The
G
iving

Tree

原
題
は『     
          
』。
一
人
の
少
年
と
一

本
の
り
ん
ご
の
木
の
物
語
で
す
。「
大
人
が
絵
本
な

ん
て
」
と
思
わ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う

が
、
な
か
な
か
ど
う
し
て
奥
が
深
い
。
詳
細
に
つ
い

て
は
お
読
み
い
た
だ
く
と
し
て
、
物
語
の
底
流
に
見

返
り
を
求
め
な
い
愛
の
精
神
が
脈
々
と
息
づ
く
素
敵

な
本
で
す
。

　

梅
雨
の
晴
れ
間
に
お
堀
ば
た
の
槐
の
木
を
見
上
げ

た
と
き
、
ふ
と
こ
の
物
語
が
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
「
母
校
の
応
援
団
と
し
て
、
こ
ん
な
風
に
な

れ
た
ら
い
い
の
に
な
・
・
・
」
と
思
い
ま
し
た
。（Ｎ

）

─
─
─
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紙　

面　

案　
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Ｐ
２　

定
時
総
会
報
告

Ｐ
３　

支
部
だ
よ
り

Ｐ
４　

Ｐ
５

Ｐ
６　

母
校
の
班
活
動
紹
介

Ｐ
７　

同
期
会
だ
よ
り

　
　
　

Ｏ
Ｂ
会
通
信

Ｐ
８　
《
カ
ラ
ー
》
同
窓
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

おば

堀た｝《
カ
ラ
ー
》
ふ
る
さ
と
だ
よ
り

「上田高校古城の門　平成26年」　武村　洋治氏（58期）

校
長
に
同
窓
の

 
内
堀
繁
利
先
生
（　

期
）

７４



（2）古 城 の 門 第4９号
　

正
味
財
産
の
増
減
で
は
、
評
価
損

益
等
調
整
前
経
常
増
減
額
が
マ
イ
ナ

ス
１
０
８
万
円
で
し
た
が
、
基
本
財

産
評
価
損
益
等
が
１
８
２
万
円
の
プ

ラ
ス
と
な
り
、
正
味
財
産
は
８
年
ぶ

り
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

公
益
目
的
支
出
計
画
は
、
３
年
目

が
終
わ
り
、
ほ
ぼ
計
画
ど
お
り
に
実

施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
計
画
上
の
完

了
見
込
は
、
平
成　

年
３
月
と
な
っ

３７

て
お
り
ま
す
。

　

来
年
度
の
定
時
総
会
に
お
い
て
選

任
す
べ
き
理
事
・
監
事
候
補
者
を
選

考
す
る
、
役
員
選
考
委
員
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

役
員
選
考
委
員
は
、
次
の
方
々
で

す
。

　

田
中
一
穂
（　

期
）、
柄
澤　

堯

６０

（　

期
）、
金
子
哲
也
（　

期
）、
佐
藤

６２

６４

清
正
（　

期
）、
若
林　

実
（　

期
）、

６６

６８

河
田　

純
（　

期
）、
金
子
義
幸
（　

７０

７２

期
）

【
以
上
、
敬
称
略
】

計
算
書
類
の
承
認

　

正
味
財
産
は

　
　

8
年
ぶ
り
に
増
加

公
益
目
的
収
支
差
額
累

計
は
9
7
1
万
円
で

ほ
ぼ
計
画
ど
お
り

役
員
選
考
委
員
が

　

選
任
さ
れ
ま
し
た

平成２６年度　春の叙勲　
　　（平成２６年４月２９日付発令）
滝 沢 昌 一（４４-4期）瑞宝双光章

　　（＊古城の門第４８号未掲載分）
第２３回危険業務従事者叙勲　
　　（平成２６年１１月３日付）
　井　出　建　夫　（６４期）瑞宝双光章
平成２６年度　秋の叙勲　
　　（平成２６年１１月３日付発令）
前　田　和　正　（４８期）瑞宝双光章
嶋　田　　　裕　（５１期）瑞宝中綬章
荻　原　敬　三　（５９期）瑞宝小綬章
小　林　英　男　（５９期）瑞宝小綬章

母　袋　幹　佳　（６０期）瑞宝小綬章
村　山　武　夫　（６１期）瑞宝小綬章
平成２７年度　春の叙勲
　　（平成２７年４月２９日付発令）
堀　内　　　博　（５３期）瑞宝中綬章
岩　永　皓　司　（５４期）瑞宝双光章
神　津　豊　幸　（５４期）瑞宝双光章
荒　井　英　昭　（６０期）瑞宝双光章
滝　澤　　　進　（６１期）瑞宝中綬章
矢　嶋　廣　道　（６１期）瑞宝小綬章
青　山　篤　司　（６２期）瑞宝小綬章
岩　井　重　一　（６２期）旭日中綬章

65期の皆様65期の皆様へへ 来年は卒業後50周年を迎えま　来年は卒業後50周年を迎えますす
 以下を予定しております
・卒後50周年記念同期会・懇親会
　　　期日：平成28年9月17日（土）
　　　時間・場所：夕方より上田市内
・母校への寄付　一口5,000円
・同期会名簿作成
・記念資料集の作成

　以上の事業への協力をお願い致します
 65期同期会代表 　布施　修一郎  
　　　　　 連絡先　090-1663-6363
                          ☎0268-22-1443

　　　　栄 え あ る 受 章　　　　
おめでとうございます

 
平
成　

年
度　

定
時
総
会

２７

　

5
月　

日
に
開
催
さ
れ
た
定
時
総
会
で
は
、
決
議
事
項
2

２３

議
案
が
審
議
・
承
認
さ
れ
、
3
件
の
報
告
事
項
の
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

平成26年度「年会費」期別納入実績一覧表
　　　　　　　　　　　　　総納入件数　2,810件　総納入金額　7,033,850円 （単位：円）

注1.集計は、平成26年4月1日から平成27年3月31日までの事業年度に入金処理されたものを対象とし
ています。

注2.上記集計には、期間中に納入された「終身会費」も含まれます。

金　額件数期
36,0002336 以前
1,000137
17,500638
4,000239
6,500540
19,000841
18,500742
5,500443
64,0002044-5
58,0001544-4
7,000245
42,0001546
49,5001747
89,5003448
140,0004349
219,5006950
220,5007351
219,0008152
237,5009053
165,0008354

金　額件数期
184,0008755
166,5007756
198,5008757
191,5008758
195,0008459
454,50011660
130,0006561
184,0007262
152,0006863
185,0008364
190,0008565
139,0005666
142,0005967
165,0005968
155,0006269
108,0004770
164,0006271
107,0004172
145,3505973
182,0006974

金　額件数期
128,0006275
114,0005576
98,0003577
107,0004678
93,0003779
101,0004480
60,0002481
89,0003782
72,0003283
79,0003784
51,0002185
48,0001886
109,0003687
48,0002088
75,0001989
43,0002090
28,0001491
74,0001892
22,0001193
44,0002094

金　額件数期
36,0001795
26,0001296
8,000497
14,000798
30,0001499
14,0007100
32,00010101
18,0009102
21,0008103
24,00012104
14,0007105
14,0007106
8,0004107
26,0009108
20,00010109
12,0006110
40,00020111
34,00017112
2,0001不明

増　減平成25年度平成26年度科　　目

△ 9,540
23,806

△ 20,000
17,252

△ 98,000
△ 50,000
23,003

74,859
3,549

3,490,000
7,503,598
2,653,000
850,000
26,553

65,319
27,355

3,470,000
7,520,850
2,555,000
800,000
49,556

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　1.　経常増減の部
　　（1）経常収益
　　　①基本財産運用益（利息他）

②特別資産運用益（利息）
③受取入会金（新入生入会金）
④受取会費（年会費・総会等会費）
⑤事業収益（会員大会会費他）
⑥受取寄付金（篤志寄付金）
⑦雑収益

　　経常収益合計
　　（2）経常費用
　　　①事業費
　　　②管理費
　　経常費用合計
　　評価損益等調整前当期経常増減額
　　基本財産評価損益等
　　当期経常増減額

　2.　経常外増減の部
　　（1）経常外収益
　　（2）経常外費用
　　　当期経常外増減額
　　　当期一般正味財産増減額
　　　一般正味財産期首残高
　　　一般正味財産期末残高
Ⅱ　指定正味財産増減の部
Ⅲ　正味財産期末残高

△ 113,47914,601,55914,488,080

443,134
△ 232,024

10,608,921
4,748,562

11,052,055
4,516,538

211,11015,357,48315,568,593
△ 324,589△ 755,924△ 1,080,513
1,701,000
1,376,411

126,000
△ 629,924

1,827,000
746,487

000
000
000

1,376,411
△ 629,924
746,487

0

△ 629,924
41,532,219
40,902,295

0

746,487
40,902,295
41,648,782

0
746,48740,902,29541,648,782

貸借対照表（要旨） （単位：円）

増　減平成25年度平成26年度科　　目

△ 1,047,86813,160,99012,113,122
Ⅰ　資産の部
　1　流動資産
　　現金及び預金
　　　　流動資産合計
　2　固定資産
　　（1）基本財産
　　　定期預金
　　　投資有価証券
　　　　基本財産合計

　　（2）特定資産
　　　住宅用地譲渡資産
　　　　特定資産合計
　　
（3）その他の固定資産
　　　貸与金
　　　什器備品
　　　その他の固定資産合計
　　　　固定資産合計
　　　　資産合計

Ⅱ　負債の部
　1　流動負債
　　　預り金等
　　流動負債合計
　　負債合計

Ⅲ　正味財産の部
　1　一般正味財産
　　　（うち基本財産への充当額）
　　　（うち特定財産への充当額）
　　正味財産合計
　　負債及び正味財産合計

△ 1,047,86813,160,99012,113,122

0
1,827,000

550,000
4,109,000

550,000
5,936,000

1,827,0004,659,0006,486,000

27,35522,302,30422,329,659

27,35522,302,30422,329,659

△ 60,000
0

780,000
1

720,000
1

△ 60,000780,001720,001
1,794,35527,741,30529,535,660
746,48740,902,29541,648,782

000
000
000

746,487
1,827,000
27,355

40,902,295
4,659,000
22,302,304

41,648,782
6,486,000
22,329,659

746,48740,902,29541,648,782
746,48740,902,29541,648,782

正味財産増減計算書（要旨） （単位：円）

（敬称略）



（3） 上 田 高 等 学 校 同 窓 会 報平成27年8月1日

 

代議員
　米津　幹博　６組（代表）
　手塚　達也　５組
　村田　　豊　５組

　茅野　　崇　７組
　石原　信之　10組

  
春
の
懇
親
会
の
開
催

 

〈
仙
台
支
部
〉 

　

２
０
１
２
年
に
策

定
さ
れ
た
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
は
昨
年
よ

り
新
体
制
の
下
で
次

の
６
つ
の
委
員
会
活

動
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。
①
若
手
会
員
対
策
実

行
委
員
会
②
学
生
会
員
の
社
会
デ

ビ
ュ
ー
支
援
委
員
会
③
女
性
会
員

の
会
実
行
委
員
会
④
Ｉ
Ｔ
推
進
委

員
会
⑤
会
員
交
流
推
進
委
員
会
⑥

編
集
委
員
会
。
役
員
全
員
で
委
員

長
や
委
員
を
分
担
し
同
窓
会
活
動

の
さ
ら
な
る
充
実
や
将
来
に
向
け

て
の
施
策
検
討
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

一
例
を
あ
げ
ま
す
と
、
若
手
対

　

秋
の
文
化
交
流
会
は　

月　

日

11

15

に
開
催
さ
れ
、
ま
ず
源
氏
物
語
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
で
宇
治
の
歴
史
と
源

氏
物
語
を
学
習
し
た
後
、
宇
治
上

神
社
か
ら
宇
治
川
周
辺
ま
で
を
散

策
し
、
ガ
イ
ド
の
説
明
を
聴
き
な

が
ら
知
識
欲
を
満
た
し
ま
し
た
。

お
抹
茶
と
昼
食
を
頂
い
た
後
、
改

修
さ
れ
て
平
安
創
建
当
初
の
姿
が

蘇
っ
た
平
等
院
鳳
凰
堂
内
を
拝
観

し
、
優
し
い
表
情
の
阿
弥
陀
如
来

像
や
雲
中
供
養
菩
薩
像
に
接
し
て
、

平
安
貴
族
が
夢
見
た
極
楽
浄
土
の

世
界
の
一
端
を
垣
間
見
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

今
年
3
月
7
日
に
は
、
N
P
O

な
に
わ
創
世
塾
理
事
講
師
の
山
下

孝
夫
先
生
を
迎
え
、「
井
原
西
鶴

と
大
阪
文
化
」
を
テ
ー
マ
に
文
化

サ
ロ
ン
を
開
き
ま
し
た
。
能
・
歌

舞
伎
・
文
楽
を
実
演
さ
れ
つ
つ
大

阪
の
歴
史
を
語
っ
て
頂
き
、
独
特

の
世
界
観
を
楽
し
み
ま
し
た
。

 

（　

期　

隅
田
修
一
郎
）

６４

　

今
年
の
活
動
は
、
１
月　

日
の

１９

「
新
年
会
」
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

月
曜
の
夜
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会

場
の
「
松
本
館
」
に
、　

名
が
集

３２

い
、
素
敵
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
の
支
部
総
会
の
講
演

で
は
、
寿
製
薬
の
代
表
取
締
役
社

長
・
冨
山
泰
氏
（
薬
学
博
士
・　
８４

期
）
を
講
師
に
迎
え
、「
新
規
糖
尿

病
治
療
薬
『
ス
ー
グ
ラ
錠
』
の
創

薬
に
つ
い
て
」
御
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
医
療
関
係
者
も
多
い

当
支
部
の
出
席
者
か
ら
は
、
熱
心

な
質
問
も
多
く
出
さ
れ
、
大
変
充

実
し
た
第　

回
の
総
会
と
す
る
こ

２１

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
年
の
支
部
総
会
は
、　

月　
１１

１４

日
（
土
）　

時
よ
り
、
い
つ
も
の

１５

「
松
本
ホ
テ
ル
花
月
」で
行
い
ま
す
。

　

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 

（　

期　

下
形
仁
是
）

６７

　

去
る
７
月
７
日
、
ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野
に
て
平
成　

年
２７

度
長
野
支
部
総
会
・
七
夕
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
部
か
ら
は
金
子
副
理
事
長
を

始
め
と
し
て
６
名
の
役
員
の
方
、

中
南
信
支
部
か
ら
は
菅
谷
支
部
長
、

母
校
か
ら
は
内
堀
校
長
先
生
・
中

村
先
生
と
多
数
の
ご
来
賓
を
お
迎

え
し
て
、　

名
出
席
の
下
、
盛
大

８０

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
松
本
市
長
の
菅

谷
中
南
信
支
部
長
に
よ
る
講
演
会

を
開
催
し
、「
私
の
ま
ち
づ
く
り

政
策
：
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
今
後

の
課
題
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
命

を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
、
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
世
代
を
超
え
て

活
発
に
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
年
も
、
１
０
０
期
以
降

の
若
い
会
員
が　

名（
う
ち
女
性
８

１４

名
）も
出
席
し
、
若
人
の
元
気
を
貰

っ
た
七
夕
の
宴
と
な
り
ま
し
た
。

 
（
幹
事
長　
　

期　

湯
原
儀
芳
）

７２

　

充
実
の
支
部
総
会

　
 

〈
中
南
信
支
部
〉　

　

年
１
回
の
総
会
に
出
席
で
き
な

い
方
と
の
懇
親
を
は
か
る
目
的
で

昨
年
か
ら
中
間
の
懇
親
会
を
企
画

し
ま
し
た
。
今
年
は
４
月
に
実
施

し
昼
食
を
取
り
な
が
ら
会
員
の
近

況
報
告
を
含
め
２
時
間
ほ
ど
和
や

か
に
懇
談
し
ま
し
た
。

　

ま
た
ゴ
ル
フ
を
す
る
方
が
数
名

お
り
ま
し
た
の
で
５
月
に
プ
レ
ー

し
ま
し
た
。（
ス
コ
ア
省
略
）

　

懇
親
会
の
折
、
今
年
の
総
会
は

　

月
４
日（
日
）と
す
る
こ
と
も
決

１０め
ま
し
た
。
当
支
部
に
は
岩
手
の

方
も
お
り
ま
す
。
気
楽
な
集
ま
り

で
す
の
で
仙
台
の
方
は
も
と
よ
り
、

参
加
可
能
な
方
は
ご
出
席
下
さ
い
。

 

（　

期　

小
林
邦
英
）

６３

　

北
海
道
で
は
、
こ
れ
ま
で
有
志

が
集
い
懇
親
を
深
め
て
き
ま
し
た

が
、
会
員
の
裾
野
を
広
げ
、
同
窓

会
相
互
の
親
睦
を
よ
り
深
め
る
た

め
に
、
会
則
・
体
制
を
整
え
た
正

式
な
同
窓
会
組
織
に
し
よ
う
と
い

う
機
運
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
度
、
全
道
で
活
躍
す

同
窓
生
に
呼
び
掛
け
、「
北
海
道

同
窓
会
」
と
名
称
を
定
め
て
新
た

に
出
発
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
初
の
会
員
は　

人
近
い
方
が

４０

結
集
し
、
５
月　

日
に
札
幌
で
設

３０

立
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。「
古

城
の
門
」
次
号
で
は
、
新
生
同
窓

会
の
活
動
の
一
端
を
報
告
で
き
る

も
の
と
思
い
ま
す
。

 

（　

期　

清
澤
通
俊
）

６４

　

第　

回
女
性
同
窓
生
の
集
い
は

１９

「
蚕
都
上
田
の
お
も
か
げ
を
訪
ね

て
」
と
題
し
て
平
成　

年　

月　

２６

１０

２５

日
土
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
笠
原

工
業
常
田
会
館
製
糸
工
場
を
見
学

後
、
千
曲
川
料
理
小
屋
に
て
懇
親

会
が
も
た
れ
ま
し
た
。
秋
晴
れ
の

さ
わ
や
か
な
日
差
し
の
中
、
な
ご

や
か
な
同
窓
生
の
交
流
の
時
と
な

り
ま
し
た
。

 

（　

期　

小
田
切
洋
子
）

７４

煙
女
性
同
窓
生
の
集
い

　
　

一
時
休
止
の
お
知
ら
せ

　

当
番
各
期
の
趣
向
を
凝
ら
し
た

テ
ー
マ
で
毎
回
好
評
の
内
に
開
催

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
活
動
母
体

が
明
確
で
な
い
、
活
動
へ
の
理
解

が
浸
透
し
て
い
な
い
、
な
ど
に
よ

り
、
問
題
が
解
決
す
る
ま
で
の
間

休
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
に
は
ご
理
解
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

女
性
同
窓
生
の
集
い

 
北
海
道
同
窓
会
設
立
へ

 

〈
北
海
道
同
窓
会
〉 

　

七
夕
会
報
告

　
 

〈
長
野
支
部
〉　

僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵

策
実
行
委
員
会
で
は
、　

期
以
降

８０

の
若
手
会
員
約
１
５
０
人
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
り
な
が
ら
、
若
手
会

員
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
同
窓
会
活

動
と
は
何
か
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

 

（　

期　

倉
沢　

裕
）

６９

 
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン 
新
た
な
ス
タ
ー
ト

〈
関
東
同
窓
会
〉 

  
古
の
文
化
に
ふ
れ
て

 

〈
関
西
同
窓
会
〉　

85期の皆さんへ
　今年、会員大会の当番期を迎え、母校に恩返しのときです。
10月3日(土)
上田東急REIホテルでの会員大会に、是非ご参加ください。



第49号
　

今
年
１
月
に
皇
居
・
宮
殿
「
松

の
間
」
で
開
か
れ
た
新
春
恒
例
の

「
歌
会
始
の
儀
」
で
、
森
明
美
さ
ん

（　

期
）の
歌
が
一
般
応
募
の
２
０

５７８
６
１
首
の
中
か
ら
入
選
（　

首
１０

の
み
）
し
披
露
さ
れ
た
。

　

お
題
は
「
本
」。

「
竹
垣
の
露
地
に
仕
立
て
た

数
本
の 
太  
藺 
ゆ
ら
し
て

ふ
と 
ゐ

風
わ
た
り
け
り
」

　

昨
年
６
月
、
生
け
花
の
材
料
で

も
あ
る
フ
ト
イ
数
株
を
庭
の
一
隅

に
苦
心
し
て
植
え
た
際
、
一
塵
の

風
が
フ
ト
イ
の
先
の
小
穂
を
揺
ら

し
て
通
り
抜
け
た
情
景
を
詠
ん
だ

も
の
。

　

森
さ
ん
は
、
本

学
在
学
中
に
数
学
教
師
が
よ
く
歌

人
若
山
牧
水
の
話
を
し
て
く
れ
、

卒
業
の
際
に
は
、

「
や
よ
子
ら
よ
若
竹
の
ご
と

世
に
耐
へ
て 
真  
直 
に
の
ば
せ

ま 
す
み

身
を
魂
を
」

　

と
い
う
歌
を
送
っ
て
い

た
だ
い
た
。
こ
の
こ
と
が

き
っ
か
け
で
短
歌
に
興
味

を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
折

に
触
れ
そ
の
歌
に
励
ま
さ

れ
た
。　　

　

そ
の
後
も
独
学
で
詠
み

続
け
、
歌
会
始
に
は　

年
１０

ほ
ど
前
か
ら
応
募
を
し
、

初
め
て
の
入
選
。「
選
ば

れ
て
び
っ
く
り
。
身
に
余

る
光
栄
」
と
喜
ぶ
一
方
で
、
歌
作

り
は
、
茶
道
や
華
道
、
謡
曲
な
ど

と
並
ぶ
趣
味
の
一
つ
と
語
る
。

　
「
歌
は
ね
、（
心
が
震
え
る
よ
う

な
場
面
に
遭
遇
し
た
と
き
）
私
の

中
か
ら
フ
ワ
ッ
と
湧
い
て
く
る

の
」。
素
敵
な
こ
と
ば
だ
。

（4）古 城 の 門

　

美
術
班
Ｏ
Ｂ
会
の
米
津
福
祐

（　

期
）会
長
が
昨
年
２
月
に
Ｏ
Ｂ

５３有
志
に
よ
る
実
行
委
員
会
を
組
織

し
、
Ｏ
Ｂ
５
３
３
人
に
呼
び
か
け
、

初
の
上
田
高
校
美
術
班
Ｏ
Ｂ
展
が

開
催
さ
れ
た
。
作
品
展
に
出
品
し

た
方
々
は
、
昭
和　

年
卒　

期
生

２５

４８

か
ら
在
学
中
の
１
１
５
期
生
に
及

ん
だ
。
Ｏ
Ｂ
た
ち
は
、
卒
業
し
て

プ
ロ
に
な
っ
た
人
も
い
る
し
、
趣

味
と
し
て
楽
し
ん
で
い
る
人
も
い

る
。

　

開
催
中
、　

期
の
同
窓
生
は
、

５５

同
期
４
名
の
方
が
出
品
し
て
い
る

の
で
、
作
品
を
見
て
か
ら
同
期
会

を
開
催
す
る
と
声
を
掛
け
合
い
、

た
く
さ
ん
の
同
窓
生
が
集
ま
っ
た
。

　

こ
の
作
品
展
を
定
期
的
に
開
催

し
、
Ｏ
Ｂ
同
志
の
つ
な
が
り
を
更

に
深
め
、
上
田
市
民
に
も
親
し
ま

れ
る
作
品
展
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

　

美
術
班　

初
の
Ｏ
Ｂ
展

「
歌
会
始
の
儀
」
初
入
選

　
 

森
（
旧
姓
・
黒
田
）
明
美
さ
ん
（　

期
）　
５７

　

昭
和　

年
に
上

３１

田
松
尾
高
等
学
校

を
卒
業
し
た
第　
５４

期
生
が
つ
く
る

「
五
四
期
会
」（
ご

し
き
か
い
）と「
敬

七
会
」（
け
い
し
ち

か
い
、
竹
内
敬
太

郎
先
生
の
七
組
の

会
）
は
、
今
年
４

月　

日
、
全
会
員

１６

が　

歳
の
喜
寿
を
迎
え
た
の
を
記

７７
念
し
、「
独
鈷
山
」
麓
の
千
本
桜
公

園
に
桜
の
苗
木
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　

千
本
桜
公
園
は
、
上
田
市
平
井

の
宮
沢
地
区
、「
独
鈷
山
」
の
登
山

口
に
あ
り
、
周
辺
は
地
元
住
民
有

志
ら
が
植
え
た
約
千
本
の
桜
が
あ

り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
が
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
で
す
が
、
喜
寿
の
記
念
の
植

樹
と
し
て
ヨ
コ
ハ
マ
ヒ
ザ
ク
ラ
を

植
え
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
上
田
市
下
之
郷
の

生
島
足
島
神
社
に　

人
が
集
ま
り
、

５４

会
員
の
健
康
長
寿
を
祈
願
し
た
の

ち
、
健
寿
を
祝
う
会
を
新
装
の

「
齋
館
」
に
於
い
て
開
催
、
お
互
い

飲
み
過
ぎ
に
気
を
使
い
な
が
ら
十

分
に
飲
み
交
わ
し
、
旧
交
を
温
め

ま
し
た
。

　

吹
奏
楽
班
は
永
遠
に

～
吹
奏
楽
班
O
B
会
「
松
奏
会
」
設
立
、
そ
し
て
記
念
演
奏
会
の
開
催
～

　

喜
寿
を
祝
い
、
桜
植
樹

花
屋
に
並
ぶ
フ
ト
イ

　

現
役
の
吹
奏
楽
班
の
発
展
に

寄
与
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の

音
楽
文
化
の
発
展
に
も
寄
与
す

る
こ
と
を
も
目
的
と
し
、
昨
年

の　

月　

日
に
設
立
し
ま
し
た
。

10

11

　

本
会
が
設
立
さ
れ
る
ま
で
に

は
5
回
に
わ
た
る
設
立
準
備
委

員
会
で
の
検
討
が
あ
り
、
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
設
立

記
念
と
し
て
、
現
役
生
と
の
合

同
演
奏
会
の
ほ
か
、
現
役
生
の

演
奏
、
市
民
吹
奏
楽
団
の
演
奏

松奏会　設立記念コンサート



（5） 上 田 高 等 学 校 同 窓 会 報平成27年8月1日
　

こ
の
４
月
に
着
任
い
た
し
ま
し

た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か

ら
本
校
に
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

例
年
よ
り
早
く
開
花
し
た
桜
の

花
と
と
も
に
入
学
式
の
記
念
写
真

に
納
ま
っ
た
、
全
日
制
３
２
３
名
、

定
時
制　

名
の
１
１
６
期
生
を
迎

３１

え
、
今
年
度
も
本
校
は
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

皆
様
ご
案
内
の
と
お
り
、
本
校

校
舎
は
、
真
田
信
之
以
来
の
上
田

藩
主
居
館
跡
地
に
あ
り
ま
す
。
来

年
１
月
か
ら
、
そ
の
信
之
の
弟
、

信
繁
（
幸
村
）
を
主
人
公
に
し
た

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
『
真
田
丸
』

が
放
送
さ
れ
る
こ
と
に
加
え
て
、

前
年
の
今
年
、
本
校
に
と
っ
て
嬉

し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

を
目
的
と
し
た
、
文
部
科
学
省
S

G
H
（
ス
ー
パ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
ル

・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
の
指
定
を
、

今
年
度
か
ら
５
年
間
受
け
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
の
で
す
。
国
内
外
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
筑
波
大
学

・
信
州
大
学
・
佐
久
総
合
病
院
・

J
I
C
A
な
ど
と
の
連
携
事
業
、

海
外
大
学
生
・
高
校
生
と
の
交
流
、

課
題
探
究
学
習
、
英
語
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
等
々
、
他
校
で
は
経

験
で
き
な
い
様
々
な
取
組
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
は
じ
め
と
す
る
上
田

高
校
の
様
子
を
、
本
校
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
開

設
し
た
「
校
長
ブ
ロ
グ
」
で
も
発

信
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
皆
様
に
お
願
い
で
す
。

「
ふ
る
さ
と
信
州
寄
付
金
」（
ふ
る

さ
と
納
税
）
で
、「
寄
付
申
出
書
」

の
「
２　

寄
付
金
の
活
用
を
希
望

す
る
長
野
県
の
取
り
組
み
」
欄
の

「
エ　

そ
の
他
の
希
望
」
に
「
上
田

高
校
の
施
設
設
備
や
教
育
環
境
の

充
実
の
た
め
」
と
お
書
き
い
た
だ

く
と
、
一
定
額
が
本
校
の
教
育
に

充
て
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

税
金
控
除
に
加
え
、
お
礼
の
品
も

送
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
得
な
話
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
県
外
の

皆
様
に
は
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
県
内
の
皆
様
に
は
、
県
外
の

お
知
り
合
い
の
方
に
お
薦
め
い
た

だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

　
「
い
ざ
百
難
に
試
み
む
」
と
は
、

上
田
高
校
関
係
者
が
心
の
拠
り
所

と
し
て
い
る
校
歌
の
一
節
だ
が
、

こ
の
ほ
ど
、
母
校
の
正
門
前
に
卒

業
生
有
志
に
よ
っ
て
銅
板
に
刻
ま

れ
た
校
歌
の
看
板（　

㎝
×　

㎝
）

４０

８０

が
設
置
さ
れ
た
。

　

こ
と
の
起
こ
り
は
昨
年
の
会
員

大
会
時
。

　

大
正　

年
２
月
に
発
表
さ
れ
た

１３

校
歌
の
二
番
に
「
関
八
州
の
精
鋭

を
こ
こ
に
挫
き
し
英
雄
」
と
真
田

氏
に
触
れ
た
表
記
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
在
校
生
や
観
光
で
上
田
を
訪

れ
た
人
々
に
、
こ
の
素
晴
ら
し
い

校
歌
に
触
れ
、
真
田
氏
の
活
躍
を

多
く
の
人
々
に
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
で
、
２
０
１
６
年
の
N
H
K
大

河
ド
ラ
マ
放
映
の
ア
ピ
ー
ル
と
な

れ
ば
と
、
設
置
を
決
定
し
た
そ
う

だ
。

　

高
札
風
の
看
板
に
は
、
本
丸
跡

（
現
真
田
神
社
境
内
）に
あ
っ
た
樹

齢
４
５
０
年
の
真
田
杉
の
材
を
寄

贈
い
た
だ
い
た
。
す
る
と
こ
の
板

は
、
１
５
４
７
年
生
ま
れ
の
真
田

昌
幸
が
川
中
島
の
戦
い
で
初
陣
を

飾
っ
た
頃
を
知
る
杉
の
木
の
も
の

か
も
…
、
な
ど
と
考
え
る
と
ワ
ク

ワ
ク
す
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
上
田
藩
主
屋
敷

跡
を
学
舎
と
し
て
い
る
本
校
関
係

者
は
こ
の
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、

大
切
に
守
っ
て
い
き
た
い
。

＊
校
歌
の
看
板
の
写
真
は
、
４
ペ
ー

ジ
下
段
・「　

期
の
広
告
」
に
掲
載

８０

さ
れ
て
い
ま
す
。

儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉

 
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
の

 

育
成
を
目
指
し
て  

～
校
長
ブ
ロ
グ
で
発
信
し
て
い
ま
す
～

      

校　

長　

内 
堀　

繁 
利
（　

期
）

７４

も
あ
り
、
正
に
本
会
の
設
立
目

的
を
実
現
し
た
も
の
で
す
。
そ

の
後
も
様
々
な
機
会
を
得
て
、

現
役
生
の

た
め
、
そ

し
て
、
地

域
の
音
楽

文
化
の
た

め
に
、
演

奏
活
動
を

続
け
て
い

ま
す
。

校　長

内 堀　繁 利

植
樹
を
終
え
て

定期演奏会への参加

正
門
前
に
校
歌
を
掲
示

 

高
札
風
の
看
板
設
置　

　
「
信
州
男
児
」
の

　
　
　
　
“
ソ
ノ
シ
ー
ト
”

　

最
近
、「『
信
州
男
児
』
の
歌
の

音
源
は
な
い
か
」
と
の
問
い
合
わ

せ
が
何
件
か
、
同
窓
会
事
務
局
に

届
い
て
い
ま
す
。

　
「
信
州
男
児
」
は
、
明
治　

年
に

３５

当
時
の
田
中
常
憲
先
生（
国
漢
科
）

が
作
詞
さ
れ
、
翌　

年
に
作
曲
さ

３６

れ
た
と
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。

「
信
濃
の
国
」の
姉
弟
の
歌
と
し
て

盛
ん
に
歌
わ
れ
て
き
た
よ
う
で
す

が
、
今
で
は
聞
か
れ
な
く
な
っ
て

い
る
歌
で
す
。

　

こ
の
歌
が
入
っ
た
歌
集
「
上
田

高
等
学
校
歌
の
徒
然
草
」
が
創
立

　

周
年
の
と
き
に
作
成
さ
れ
、
そ

６０こ
に
は
音
源
と
な
る
“
ソ
ノ
シ
ー

ト
”
も
添
付
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

す
。

　

現
在
、
こ
の
音
源
・
ソ
ノ
シ
ー

ト
を
鋭
意
探
し
て
お
り
ま
す
。
近

い
う
ち
に
何
と
か
Ｃ
Ｄ
等
に
再
生

し
、
皆
様
に
お
聞
き
い
た
だ
け
れ

ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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ヒロ・タッキーさん（73期）
（ボイス・マジシャン）

笑いの配達人として

      活躍の腹話術師！

htto://hirotackey.com/

私たち90期も先輩の活躍を全力で応援しています！

90期代議員募集中　同窓会活動にご理解を！
ご希望の方はぜひご連絡ください！！　代表代議員：上倉健司（2組）
代議員：池田 照章（1組）　西沢 大志（5組）
　　　　小林 勇・山岸 亜希人（9組）　各クラス1人以上目標！

☆
ス
キ
ー
同
好
会

　

私
た
ち
ス
キ
ー
同
好
会
は
３
年

生
２
名
で
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
普
段
は
人
数
が
少
な
い
の
で

東
信
の
高
校
生
が
集
ま
っ
て
、
夏

場
は
基
礎
体
力
を
つ
け
る
た
め
に

走
り
こ
ん
だ
り
、
体
の
軸
を
安
定

さ
せ
る
た
め
に
筋
力
を
鍛
え
た
り
、

ス
キ
ー
に
繋
が
る
よ
う
な
ラ
ダ
ー
、

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
な
ど
実
に
様
々

な
所
を
鍛
え
、
冬
場
に
は
夏
場
の

成
果
を
活
か
す
た
め
に
も
、
土
日

を
中
心
に
菅
平
パ
イ
ン
パ
ー
ク
ス

キ
ー
場
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
高

校
選
抜
な
ど
全
国
大
会
出
場
、
ま

た
各
大
会
で
の
上
位
入
賞
を
目
差

し
て
日
々
練
習
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
昨
シ
ー
ズ
ン
で
は
選
手
が
１

名
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
、
高

校
選
抜
で
２
位
と
い
う
成
果
が
出

て
お
り
、
非
常
に
喜
ば
し
い
結
果

を
皆
様
に
お
伝
え
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

　

今
年
は
１
、
２
年
生
の
班
員
が

集
ま
ら
ず
活
動
が
あ
ま
り
活
発
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
班
と
し
て
は

こ
れ
か
ら
も
高
い
志
を
持
っ
て
活

動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
平
澤　

拓
海
）

☆
英
語
班

　

こ
ん
に
ち
は
、
英
語
班
で
す
。

　

私
た
ち
は
主
な
活
動
と
し
て
英

語
デ
ィ
ベ
ー
ト
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
昨
年
は
県
大
会
準
優
勝
、

全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
英

語
デ
ィ
ベ
ー
ト
で
は
英
語
力
と
論

理
的
思
考
力
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

　

練
習
試
合
を
重
ね
、
互
い
に
活

発
な
議
論
を
行
う
こ
と
で
こ
れ
ら

の
力
を
身
に
付
け
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
に
意
見
を
ぶ
つ

け
合
い
切
磋
琢
磨
し
て
き
た
仲
間

だ
か
ら
こ
そ
、
厳
し
い
局
面
も
一

緒
に
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
年
は
多
く
の
１
年
生
が
入
班

し
て
く
れ
ま
し
た
。
県
大
会
優
勝
、

全
国
大
会
出
場
を
目
指
し
、
班
員

全
員
で
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

 

（
松
岡　

聖
佳
）

☆
ダ
ン
ス
班

　

私
た
ち
ダ
ン
ス
班
は
、
１
月
に

東
京
で
行
わ
れ
た
第
六
回
全
国
高

等
学
校
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
冬
季
大
会

に
出
場
し
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
女
子

ラ
ー
ジ
部
門
で
３
位
に
入
賞
し
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
近
年
出
場
校
が

増
加
し
、
大
会
全
体
の
レ
ベ
ル
が

上
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で

全
国
３
位
と
い
う
結
果
は
大
変
嬉

し
い
も
の
で
し
た
。
大
会
で
は
、

ダ
ン
ス
の
技
術
は
も
ち
ろ
ん
、
ド

リ
ル
チ
ー
ム
の
独
自
の
創
造
性
、

協
調
性
を
通
し
て
の
表
現
内
容
、

技
術
、
衣
装
、
観
客
へ
の
ア
ピ
ー

ル
、
そ
し
て
チ
ー
ム
と
し
て
満
足

で
き
る
演
技
が
で
き
た
時
に
見
せ

る
表
情
等
が
評
価
さ
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
、
筋
力
・
体
幹
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
加
え
、
振
り
の
細
部
に
い

た
る
ま
で
お
互
い
に
確
認
し
合
い
、

精
度
を
上
げ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

全
国
大
会
を
目
指
し
、
６
月
の
予

選
を
突
破
す
る
こ
と
を
目
標
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

 

（
林　

美
穂
）

☆
天
文
気
象
班

　

私
た
ち
天
文
気
象
班
は
、「
気

軽
に
来
ら
れ
て
楽
し
い
班
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
と
し
て
、
ラ
ジ
オ
で

気
象
通
報
と
い
う
も
の
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
気
象
庁
が
発
表

す
る
そ
の
日
の
気
象
情
報
を
も
と

に
天
気
図
を
作
成
す
る
も
の
で
、

そ
の
日
の
天
気
の
事
が
理
解
で
き

る
重
要
な
活
動
で
す
。
そ
し
て
週

に
一
度
勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
顧
問
の
山
田
先
生
に

よ
る
天
体
・
気
象
に
ま
つ
わ
る
特

別
授
業
や
、
黒
点
の
観
測
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
に
数

回
四
季
に
応
じ
て
天
体
観
測
を
泊

ま
り
込
み
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
活
動
の
幅
を
広
げ

つ
つ
、
み
ん
な
で
楽
し
み
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

 

（
青
木　

美
緒
）

☆
定
時
制
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

去
年
の
東
信
大
会
で
は
、
個
人

戦
２
回
戦
負
け
と
い
う
結
果
で
終

わ
り
ま
し
た
。
今
年
こ
そ
は
と
県

大
会
出
場
を
目
指
し
練
習
し
て
き

ま
し
た
。

　

今
年
は
、
団
体
戦
と
個
人
戦
に

出
場
し
ま
し
た
。
個
人
戦
で
は
去

年
と
同
じ
２
回
戦
で
負
け
て
し
ま

成　　　　　　績文化班

○県高等学校新人将棋選手権大会　男子B級優勝（高木諒平）　同準優勝（半
田芳信）　同４位（神津諒）棋 道

○県高校生英語ディベート大会　上田Ａ準優勝　上田Ｂベスト８で全国高
校生英語ディベート大会出場英 語

○全国高等学校選抜オーケストラフェスタ出場　　
○県高等学校選抜オーケストラ演奏会参加室 内 楽

○県高文連軽音楽専門部県フェスティバル　審査員賞　　
◎県高等学校軽音楽系クラブ合同演奏会県大会　特別賞（ベスト８）、　　　
奨励賞

現 代 音 楽

○県吹奏楽コンクール　金賞　　
○中部日本吹奏楽コンクール県大会　銀賞
○上田高校吹奏楽団ＯＢ会「松奏会」設立記念演奏会

吹 奏 楽

○県高等学校新人放送コンテスト ビデオメッセージ部門優良賞『ねずこん
活動チュウ‼』 アナウンス部門優秀賞（野口愛実、岡田美優）　　  優良
賞（小宮山岬、千野匠）　朗読部門優良賞（山口綾野、長谷川智彦）  
◎ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト　アナウンス部門優秀賞（岡田美優、野
口愛美）　朗読部門優秀賞（山口綾野）以上３名は全国大会出場

放 送

○ダンスドリル秋季競技大会　甲信越大会第１位で全国大会で３位
◎全国高等学校ダンスドリル選手権大会甲信越大会出場　　ダ ン ス

○県高等学校文化連盟文芸コンクール　文芸部誌部門最優秀賞『松尾文藝』
詩部門優秀賞（箕輪郁佳）　散文部門佳作（渡邉彩佳）　 詩部門佳作（熊
木奈美）　　

◎全国高等学校総合文化祭文芸部門に参加

文 芸

○高校生クイズ選手権県大会準決勝進出ク イ ズ

成　　　　　　績運動班

○県定通大会　卓球女子優勝　男子個人出場　　○北信越大会・全国大会　卓球女子個人出場　定 時 制

○県新人大会女子個人２位で北信越大会・全国選抜大会出場弓 道

○県新人大会　男子、女子団体出場　個人出場（我山能崇)　　
◎県高校総体　男子個人５位（我山能崇）で北信越大会出場　剣 道

○県新人大会　個人Ａ級シングルスベスト16（白石萌夏）　Ａ級ダブルスベスト16（白石、矢島）女 子 テ ニ ス

○県新人大会　団体準優勝　　○同北信越大会５位　　○全国選抜大会出場
◎県高校総体　団体戦２位、個人戦シングルスベスト８（大岩悠樹）　個人戦ダブルスベスト８　
（大岩・村松組）で北信越大会出場

男 子 テ ニ ス

○県新人大会　団体ベスト８　　○甲信大会　ダブルス３位（依田、三島）女 子
ソフトテニス

○県新人大会　団体ベスト８　個人３位（山本,両角）　個人ベスト８（小須田,熊井）
○県選抜大会　団体ベスト１６　個人２位, ベスト８で北信越大会出場
◎国体県予選優勝（山本,両角）でハイスクールジャパンカップ県代表
◎県高校総体　団体２位　個人ベスト１６で北信越大会出場

男 子
ソフトテニス

○全国高等学校野球選手権記念長野大会４回戦 進出硬 式 野 球

○高円宮Ｕ-18県1部リーグ2位　　 ○高校サッカー選手権長野県大会ベスト８
◎県高校総体ベスト16サ ッ カ ー

○県新人大会 男子５０m平泳ぎ５位、２００m平泳ぎ７位（山崎瑛）　男子２００mバタフライ６位（宮坂祐希）
◎県高校総体　男子２００m個人メドレー６位（山崎瑛）　男子200mバタフライ５位（宮坂祐希）で北信
越大会出場

水 泳

○県新人大会　女子シングルスベスト16、北信越大会　女子シングルスベスト８（川口）卓 球

○県新人大会男子ベスト８　　○県新人大会女子３位
◎県高校総体　女子2位で北信越大会出場ハンドボール

○県高校駅伝男子総合10位陸 上 競 技

○関信越高等学校ゴルフ選手権大会関東冬季大会予選出場
◎関信越高等学校ゴルフ選手権大会出場ゴ ル フ

◎県高校総体　男子団体7位　女子団体2位（角居風子、尾本柚磨,淀志織,宮下遥）で北信越大会
出場山 岳

○全国スキー選抜大会　男子ジャイアントスラローム2位、総合7位（平澤琢海）ス キ ー

空手道　柔道　　軟式野球　バドミントン　男子、女子バスケットボール　男子バレーボール　他 の 県 大 会
出 場 班○２６年度（７月から）の実績　◎２７年度（６月まで）の実績

各班の主な成績・戦績　（平成26年夏以降）

母
校
の
班
活
動
紹
介

現
在
、
上
田
高
校
の
班
活
は
、
体
育
系
、
文
化
系
あ
わ
せ
て
、
全

日
制
が　

、
定
時
制
が　

あ
り
、
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

４９

１１

い
ま
し
た
。
で
も
悔
い
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
新
た
な
目
標
が
で
き

た
の
で
練
習
に
励
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
県
大
会
に
出
場
す

る
二
人
に
は
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

 

（
春
原　

圭
起
）



（7） 上 田 高 等 学 校 同 窓 会 報平成27年8月1日
【　

期
】

５３
　
「
上
田
松
尾
高
等
学
校
」を
入
学

・
卒
業
の
同
期
生
は
齢
八
十
。
一

期
前
と
同
期
を
合
わ
せ
て
も　

人
２０

程
の
女
生
徒
。
今
は
、
女
生
徒
の

方
が
多
い
。
あ
の
頃
は
思
い
も
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

古
い
木
造
校
舎
の
廊
下
を
白
く

太
い
鼻
緒
の
下
駄
「
ホ
オ
バ
」
を

は
き
、
腰
に
手
拭
い
を
ぶ
ら
下
げ

て
破
れ
帽
子
。
も
ち
ろ
ん
黒
の
学

生
服
。
松
尾
の
土
手
ガ
ラ
ス
と
呼

ば
れ
て
─
─
。

　

あ
あ
、
な
つ
か
し
い
な
─
─
。

　

面
白
か
っ
た
時
代
を
想
い
、
来

年
の
「
真
田
丸
」
を
楽
し
ん
で
、

後
は
ゆ
っ
く
り
─
─
。

　

面
白
く
て
楽
し
か
っ
た
時
を
想

い
出
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
―
。

　

出
来
れ
ば
も
う
一
度
、
甲
子
園

へ
行
き
た
い
の
だ
が
。

 

（
丸
山
雄
三
）

【　

期
】

６３
　

卒
業　

年
を
迎
え
た
私
た
ち　

５０

６３

期
は
昭
和　

年
入
学
、　

年
３
月

３７

４０

に
卒
業
し
た
。
主
に　

年
生
ま
れ

２１

と
団
塊
最
初
の　

年
生
ま
れ
の
世

２２

代
で
あ
る
。

　

私
た
ち
の　

期
会
は
、　

年
程

６３

１０

前
か
ら
内
山
宗
芳
君
が
幹
事
と
な

り
、
毎
年
東
京
で
開
催
し
、　

、
４０

　

人
が
参
加
し
て
い
る
。
今
年
は

５０卒
業　

年
の
節
目
と
い
う
事
で
、

５０

５
月　

日
、
武
石
の
雲
渓
荘
で
行

２４

っ
た
。

　

同
期
生
は
、
現
在
も
多
く
が
社

会
で
活
躍
し
て
い
る
。
最
近
で
は

最
高
裁
の
裁
判
長
と
し
て
、
子
ど

も
の
蹴
っ
た
ボ
ー
ル
に
よ
る
事
故

に
親
の
責
任
が
な
い
と
い
う
判
決

を
下
し
た
山
浦
善
樹
君
、
県
経
営

者
協
会
会
長
の
山
浦
愛
幸
君
、
長

和
町
町
長
羽
田
健
一
郎
君
が
い
る
。

 

（
花
井
秀
之
）

【　

期
】

７３
　

今
は
昔
、
昭
和　

年
３
月
に
古

５０

城
の
門
か
ら
出
陣
し
て
か
ら
、
は

や　

年
の
歳
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

４０

　

わ
が
同
期
の
多
く
は
、
気
持
ち

は
出
陣
時
の
ま
ま
、
体
力
は
初
老

の
域
に
達
し
、
体
力
が
気
持
ち
に

追
い
つ
か
な
い
葛
藤
に
悩
ま
さ
れ

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

然
り
と
は
い
え
ど
も
、
中
に
は

毎
月
の
ご
と
く
女
子
会
を
開
い
て

は
今
で
も
親
睦
を
深
め
て
い
る
グ

ル
ー
プ
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
頻
繁

に
開
催
し
、
今
で
も
密
か
に
体
力

を
鍛
え
て
い
る
グ
ル
ー
プ
な
ど
の

ユ
ニ
ー
ク
な
面
々
も
い
ま
す
。

　

今
年
の
会
員
大
会
の
後
に
は
、

還
暦
を
前
に
し
て
盛
大
に
同
期
会

を
行
う
予
定
で
お
り
ま
す
の
で
、

同
期
の
皆
様
の
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。 

（
橋
詰
邦
昭
）

【　

期
】

８３
　

数
え
て
み
る
と
、
早
い
も
の
で
、

私
た
ち　

期
生
も
上
田
高
校
を
卒

８３

業
し
て　

年
が
経
ち
ま
し
た
。

３０

　

そ
の
間
、
同
期
と
し
て
の
特
別

な
活
動
は
し
て
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
ク
ラ
ス
毎
の
同
級

会
は
、
開
い
て
い
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。

　

私
が
い
た
１
組
も
、
毎
年
１
回
、

卒
業
し
て　

年
、
欠
か
さ
ず
の
同

３０

級
会
を
開
催
し
て
、
近
況
な
ど
旧

友
と
語
り
合
っ
て
い
ま
す
。

　

先
輩
方
に
倣
い
、
私
た
ち
も
上

田
高
校
卒
業　

周
年
を
記
念
し
、

３０

在
校
生
を
支
援
す
る
記
念
事
業
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

同
期
の
皆
様
に
は
、
何
か
と
協

力
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
宮
本
栄
司
）

◆
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
班　
「
い
ざ
百

難
に
」　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
班
の
創

部
は
昭
和　

年
。
以
来　

年
の
歳

２３

６７

月
が
経
ち
ま
し
た
。
主
な
戦
績
は

全
国
高
校
総
体
ベ
ス
ト
８
進
出
５

回
。
全
国
で
も
伝
統
校
と
し
て
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
は
女
子

部
も
発
足
し
、
早
々
に
全
国
大
会

初
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

Ｏ
Ｂ
会
の
在
籍
者
は
約
５
０
０

名
。
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
学

ん
だ
全
力
で
取
り
組
む
精
神
と
、

人
と
ひ
と
の
繋
が
り
の
大
切
さ
を

全
員
で
共
有
し
て
い
ま
す
。

　

現
役
チ
ー
ム
の
活
躍
ほ
ど
Ｏ
Ｂ

を
奮
い
立
た
せ
る
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
。
高
い
目
標
を
掲
げ
て
そ
れ

に
挑
戦
せ
よ
と
校
歌
に
あ
る
「
試

百
難
」。

　

い
つ
の
日
か
全
国
制
覇
を
後
輩

の
皆
さ
ん
が
成
し
遂
げ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

 

（　

期　

斉
藤
和
彦
）

６８

◆
卓
球
班　

瀬
下
司
（　

期
）、
小

５３

山
修（　

期
）、
斎
藤
雅
晴（　

期
）

５７

５９

会
長
へ
と
引
き
継
が
れ
て
三
十
数

年
に
な
り
ま
す
。
毎
年　

月
中
旬

１０

に
定
期
総
会
、
現
役
生
と
の
練
習

会
へ
の
参
加
、
O
B
連
合
会
、
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
の
参
加
と
活
動
し
て

い
ま
す
。
又
、　

期
前
後
中
心
の

７０

O
B
会
も
８
月
盆
の
日
に
卓
球
を

楽
し
み
、
夜
は
懇
親
会
へ
と
、
又
、

若
い
期
の
O
B
会
も
あ
り
、
卒
業

２
年
目
が
幹
事
役
と
な
り
、
１
月

初
め
に
開
催
さ
れ
、
交
流
を
計
っ

て
い
ま
す
。
会
員
も
O
G
会
員
も

多
く
な
り
、
一
堂
に
会
す
る
機
会

が
と
れ
な
い
現
状
で
残
念
で
す
。

年
３
回
も
の
チ
ャ
ン
ス
あ
り
と
し
、

ど
こ
か
に
参
加
し
、
交
流
・
親
睦

を
深
め
ま
し
ょ
う
。

 
（
事
務
局　
　

期　

堀
内
文
武
）

６１

◆
サ
ッ
カ
ー
班　

今
年
の
初
蹴
会

も
１
月
２
日
に
行
わ
れ
、
約
１
５

０
人
超
の
O
B
が
参
集
し
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
み
旧
交
を
温
め

95期の皆様
今年は当番期です。
大会当日のご参加・ご協力をお願いします。

　同期会情報等UPしていますので是非ご覧ください
　http://uedahighschool95.naganoblog.jp/

クラス代表　　　   
井出　 真也（1組）
塩入　 淳史（2組）
近藤　　 豪（3組）
丸田　 貴弘（4組）
依田　 大和（5組）
児玉　 光史（6組）
堀内　 弘徳（7組）
柳澤　 文彦（8組）
横沢　　 健（9組）
坂巻　 大岳（10組）

合
い
な
が
ら
、
現
役
高
校
生
の
サ

ッ
カ
ー
班
活
動
を
支
援
し
、
後
押

し
す
る
事
を
皆
で
確
認
し
ま
し
た
。

全
国
大
会
に
出
場
で
き
れ
ば
そ
れ

に
越
し
た
事
は
な
い
が
、
上
田
高

で
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
る
事
に
意
義

が
あ
る
の
だ
と
現
役
生
に
伝
え
ら

れ
た
気
が
し
ま
す
。

　

O
B
会
設
立
か
ら　

年
経
ち
、

４３

会
員
も
９
０
０
名
を
超
え
る
組
織

と
な
っ
た
今
、
J
１
リ
ー
ガ
ー
に

な
っ
た
者
、
教
員
に
な
り
サ
ッ
カ

ー
指
導
す
る
者
、
各
地
域
で
子
ど

も
た
ち
に
サ
ッ
カ
ー
の
楽
し
さ
を

伝
え
る
者
等
、
多
種
多
様
に
サ
ッ

カ
ー
と
関
わ
っ
て
お
り
、
上
田
で

も
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
を
継
続
し

て
い
ま
す
。 （　

期　

内
藤
亮
司
）

６４

2015.1.2　上田高校サッカー班OB会初蹴り



（8）古 城 の 門第49号

同
窓
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
会
員
大
会
の
当
番
期

　
　

月
3
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ

10
ま
す
会
員
大
会
の
当
番
期
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

　

・　

・　

・　

・　

期
。

75

80

85

90

95

　

各
期
の
理
事
、
監
事
、
代
議
員

を
中
心
に
、
運
営
を
担
当
す
る
実

行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
ま
す
。

●
寄
贈
図
書
（　
 　

〜　
 　

）

H26
7月

H27
6月

★
「
松
籟　

号
」

61

 

上
田
高
校
生
徒
会

★
「　
　

松
尾
祭　

手
を
あ
わ
せ

57
th

ま
し
ょ
う
!
」

 

松
尾
祭
実
行
委
員
会

★
「
松
尾
文
藝　

第　

号
」

73

 

長
野
県
上
田
高
等
学
校
文
芸
班

★
「
袋
町
あ
れ
こ
れ
」

 

上
野　

郁
夫
氏
（　

-
5
期
）

44

★「
上
田
は
信
州
の
横
浜
だ
っ
た
」

★
「
蚕
都
信
州
上
田
の
近
代
」

 

阿
部　

勇
氏
（　

期
）

63

★
「
M
E
M
O
R
I
E
S
倆
ま
た

会
う
日
ま
で
倆
2
0
1
5
長
野

県
上
田
高
等
学
校
」

 

第
1
1
3
期
卒
業
生

★
「
卒
業　

周
年
記
念
文
集　

邂

50

　

逅
か
い
こ
う
（
め
ぐ
り
あ
い
）」

 

　

期
記
念
文
集
編
集
委
員
会

62

★
「
松
籟　

号
」

62

 

上
田
高
校
生
徒
会

★
「
傘
寿
記
念　

成
沢
臨
舟
書
展

作
品
集
」

 

成
澤
泰
廣（
臨
舟
）氏（　

期
）

51

★
「
は
じ
め
て
の
地
学
・
天
文
学

史
」

★
化
石
の
意
味

 

風
間　

敏
氏
（　

期
）

74

★
「
D
R
E
A
M
E
R
ド
リ
ー
・

マ
ー
」

 

金
箱　

肇
氏
（
1
0
5
期
）

　
　
　
（
バ
コ
ハ
ジ
メ
）

★
「
傍
陽
村　

昭
和
初
期　

戦
時

下
の
上
中
生　

平
成
二
十
五
年

十
一
月
」

発
行
人　

三
井　

重
人
氏（　

期
）

52

●
一
緒
に
「
古
城
の
門
」
を

作
り
ま
せ
ん
か
。

　
　

編
集
委
員
を

　
　
　

募
集
し
て
い
ま
す
。

　　

来
年
度
か
ら
の
編
集
に
携
わ
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

実
質
的
な
活
動
期
間
は
、
４
月

か
ら
７
月
の
間
、
概
ね
５
・
６
回

程
度
の
会
議
（
夕
方
か
ら
・
同
窓

会
館
に
て
）
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
同
窓
会
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

進
路
指
導
主
事　

小
岩
井
秀
樹

　

本
校
で
は
、
昨
年
度
と
同
様
に

「
強
気
」・「
安
全
志
向
」「
慎
重
」

と
、
様
々
な
生
徒
達
が
い
た
。
進

路
室
常
駐
担
当
と
し
て
６
年
目
に

な
る
者
と
し
て
、「
今
年
も
生
徒

は
よ
く
頑
張
っ
た
」
と
実
感
し
、

改
め
て
本
校
生
の
潜
在
能
力
の
高

さ
を
認
識
し
た
の
は
、
私
一
人
で

は
な
か
っ
た
。

　

国
公
立
大
学
に
1
4
6
名
合
格
。

県
内
の
高
校
と
比
較
す
る
と
２
位

は
長
野
高
校
・
1
2
9
名
、
３
位

は
松
本
深
志
高
校
1
2
7
名
で
あ

っ
た
。

　

旧
帝
大
ク
ラ
ス
の
合
格
者
は　
１３

名
と
、
一
昨
年
と
同
じ
で
あ
る
。

過
去
５
年
間
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
る

と
、
旧
帝
大
ク
ラ
ス
の
合
格
者
は

昨
年　

、
一
昨
年
・　

、
３
年
前

１３

１８

・　

、
４
年
前
・　

、
５
年
前　

１３

１１

１０

と
、
現
役
生
の
「
合
格
力
」
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
昨

年
度
は
、
名
古
屋
大
学
・
一
橋
大

学
・
東
京
工
業
大
学
だ
け
で
、
合

計
６
名
、
国
公
立
大
の
歯
学
部
に

１
名
、
薬
学
部
に
４
名
合
格
し
た
。

健
闘
し
た
と
言
え
る
。

　

幅
広
い
学
力
層
を
抱
え
る
本
校

生
徒
達
の
現
役
合
格
を
第
一
目
標

に
、
全
生
徒
の
進
路
実
現
を
図
り

た
い
。

　

S
G
H
指
定
校
と
し
て
、
様
々

な
経
験
を
積
み
重
ね
て
い
く
で
あ

ろ
う
、
潜
在
能
力
が
高
く
、
伸
び

代
が
大
き
い
本
校
生
達
の
、
今
後

の
活
躍
が
楽
し
み
だ
。

　

本
校
の
進
路
実
績
が
毎
年
成
果

を
出
し
続
け
る
こ
と
が
出
来
る
の

は
、
ひ
と
え
に
同
窓
会
関
係
者
の

方
々
の
応
援
・
支
援
の
お
か
げ
だ

と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

進
路
状
況
に
つ
い
て

編
集
委
員

67期池 村 修 三委 員 長
69期市 川　 泉副委員長
73期田 口 敬 祐委 員
76期中 村 隆 幸委 員
76期小 平 美 恵委 員
76期倉 沢 史 子委 員
77期深 町 比 呂 志委 員
78期米 沢 久 美 子委 員
80期伴　 美 佐 子委 員
87期清 水　 庸委 員
70期久 保 山　 修担当理事
75期小 宮 山 陽 一担当理事
75期川 端 知 恵担当理事
79期中 沢 利 樹 男担当理事

■平成26年度末進路状況（合格者数）
上田高校進路指導室調べ（6月現在）　　（　）内は、うち数で過年度卒業生

(1)2武 蔵 野(3)3工 学 院(1)1新潟県立看護1福 井45166●国立大学 
(15)29明 治(3)9國 學 院1長 岡 造 形(1)3山 梨(2)5北 海 道
(4)11明 治 学 院(3)8駒 澤1富 山 県 立(9)40信 州1北海道教育

2明 治 薬 科(2)4芝 浦 工 業1石 川 県 立(1)2静 岡1岩 手
(7)20立 教1上 智1福 井 県 立4名 古 屋(6)9東 北
(4)11早 稲 田(1)2昭 和2都 留 文 科1愛 知 教 育2秋 田

2新 潟 薬 科1昭 和 女 子1岐阜県立看護2三 重(1)3山 形
(1)1金 沢 医 科(3)6昭 和 薬 科(1)2岐 阜 薬 科(1)1京都工芸繊維1茨 城

1金 沢 工 業(11)12成 蹊 1兵 庫 県 立1神 戸2筑 波
2北 陸(4)4成 城52198国公立大計(1)1奈 良 女 子(1)3宇 都 宮
2佐 久(4)7専 修220476●私立大学1奈 良 教 育(1)4群 馬
1諏訪東京理科(10)17中 央4東 北 薬 科1和 歌 山(1)10埼 玉
1松 本3津 田 塾(2)5国際医療福祉(1)1島 根(2)8千 葉
1松 本 歯 科2東 京 女 子2群馬医療福祉(1)1徳 島2お茶の水女子

(1)2岐阜医療科学(5)8東 京 電 機4高崎健康福祉1福 岡 教 育1東 京
(1)2京 都 女 子(2)9東 京 農 業1埼 玉 医 科(1)2鹿 児 島2東京医科歯科
(4)6同 志 社(1)8東 京 薬 科1女 子 栄 養(1)2琉 球1東 京 海 洋
(7)24立 命 館(13)16東 京 理 科(1)5獨 協732●公立大学(1)2東 京 学 芸
(2)4近 畿(4)8東 邦(9)12文 教2宮 城1東 京 工 業
30 62その他の私大(9)24東 洋(4)10青 山 学 院(1)2群馬県立県

民健康科学
1東 京 農 工

 6公立短期大学(13)24日 本(2)5大 妻 女 子(2)3一 橋
2私立短期大学2日 本 歯 科(1)3桜 美 林(2)7高 崎 経 済3横 浜 国 立

 1文科省所管外
の 大 学 校 等

(1)3日 本 女 子3学 習 院1埼 玉 県 立(1)5上 越 教 育
(15)29法 政(7)10北 里(2)3首都大学東京(5)9新 潟

 6専 門 学 校 等(3)3星 薬 科(2)4杏 林3横 浜 市 立(1)11富 山
3就 職(2)2武 蔵(3)6慶 應 義 塾3新 潟 県 立(4)11金 沢

母校の状況
【生徒数】 〔平成27年度〕

定時制全日制全定制
計4年3年2年1年計3年2年1年学　年
4111124888クラス数
6114131519511175184152男生

徒
数

37491212454146135173女
9818222731965321319325計

生徒数：全・定合計1,063人（男572人・女491人)
教職員数：99人(校長1、教頭2、教諭56、他講師、事務等含む)
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す
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来
年
度
か
ら
の
編
集
に
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わ

る
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い
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す
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